
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループホーム花水木へのお問い合わせ 

認知症高齢者の方の入居介護、デイサービスを行っています。 

入居申請やデイサービスの利用に関する相談や見学等お気軽にどうぞ。 

※ボランティアさんも大歓迎です。 

《連絡先》 グループホーム花水木  角田市角田字中島上 170－21 

0224（61）2777 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

スタッフが自宅から三段飾りと

七段飾りのお雛様セットを持っ

てきました。「花水木の皆さんと

一緒にひな祭りをしたい」と願

いを込め、一緒に雛人形を飾り

ました。 

尋常小学校の教本を皆で声に出

して読みました。私たちよりも

はきはきと流れるように読み上

げる Oさん。 

 

読み書きは、頭の体操にとても

良いので、これからも皆で続け

ていきたいと思います。 

名誉院長先生から一筆描きのだ

るまの絵を描いて教えていただ

きました。 

すらすらと描きあげられるだる

まの絵に見入る Aさん。 

「ゑ」の字からだるまになるこ

とに私たちも驚きながら見てい

ました。 

思い思いのひととき。 

 

日光浴しながらココアを飲んだ

り…、大好きな娘さんと過ごし

たり…、若い頃身に付けたお裁

縫で衣を直して下さったり…と 

 

一人ひとりの時間の過ごし方。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（有）カナガミケアリンク №．104 平成 25年３月 10日発行 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 ２月３日、節分の日。花水木のホールに赤鬼出現！！鬼めがけ力

いっぱい豆をぶつけ、「鬼は～外！！福は～内っ！鬼の目ん玉ぶっ

つぶれろ～！」と皆さんの元気な声が響いていました。 

 

 

突如出現した赤鬼に、豆をぶつけ

る皆さん。手にした落花生が無く

なると足元に落ちている豆も拾

って「鬼は～外！！」と。 

「どれ、鬼は豆嫌いだべがら、か

せでみっか（笑）」と鬼に豆を手

渡す等活気あふれていました。 

 2 月の大雪後のぽかぽか暖かい日に「あっ、庭に鳥っこ来てる！！」と誰かが庭を眺め指

差しました。「どんな色だったの？」「うぐいすみてぇな色だったよ」と春の優しい話題がい

っぱいでした。この時期ですと『メジロ』かも知れません。うぐいすよりも鮮やかな色の羽

根と目の周りが真っ白な可愛いつがいの野鳥が庭木に止まり、皆さんの目をきらきらさせて

くれたのでしょう。花水木に春一番に水仙の仲間のスノードロップの白い花が咲き、春が目

の前に来ています。 

   鬼の面を被って記念撮影★ 

      「これ被っても、豆

ぶつけられないよ

ね？」 

     「大丈夫だ。おれら負

けねぇから」と手を

取り合う A さんと O

さんでした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今月は２名の方のお誕生日がありました。毎回スタッ

フが作っているバースデイケーキですが…今回は入居者

の皆さんと一緒に作りました♪皆さんからのバースデイ

ソングや暖かいお祝いの言葉に終始満面の笑みを浮かべ

る Kさんと Nさんでした。 

 

 

 ２月１４日バレンタインデー♪皆でチョコバナナを

作りました。バナナとチョコレートの甘い香りに、皆

さんすぐにでもほお張ってしまいたそうな表情でし

た。 

バナナにチョコを絡める時に、 

「結構難しいない」と悪戦苦闘さ

れる方、「美味しそうだなや～」

と、思わず口に運ぼうとされる方

…と様々な思いの中、皆さん協力

して作ったバレンタインチョコ。 

 

「うちら作るがら、う

んと美味いがらね♪」

と Aさん。 

「こんなにしてもらって…なん

だってすごいごどない。なんだ

か、あら、はずかしや♪」と K

さん。 

ろうそくの火も 

一気に吹き消し 

元気いっぱいで 

した。 

「何歳になったんですか？」 

「もうすぐ８０近いわね」 

 

「体だけでなく気持ちもいつま

でも若く居られるように頑張ら

ないとね」と Nさん。バースデ

イお祝いに笑顔がいっぱいでし

た。 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

  

 

 

スタッフも入居者の皆さんと一

緒に先生方に教わり、共同で作り

ました。 

久しぶりの再会もあり、懐かし

い思い出話にも花が咲いていま

した。 

折り紙の先生にお雛様とお内裏様

を一折一折丁寧に教えていただき

ながら、皆さん「ここ折るの？」

と聞いて折り進めていました。 

「おれのも撮ってけない。めん

こいべぃ」と完成した雛飾りを

持ってにっこにこ。出来上がっ

た時の嬉しそうなこの表情。 

感謝と感動の気持ちを込めて、

お見送りされる A さんと T さ

ん。 

 

 

                   ３月３日はひなまつり。お雛様が飾ってあると自然に『灯りをつ

けましょ♪ぼんぼりに～♪』と口ずさんでしまうほど、わくわく 

した気分になってきます。今年も花水木の和室には万葉雛の七段飾りと三段飾りが飾られました。 

ひなまつりの日は、折り紙の先生方に花水木へ来ていただきまして、自分だけの雛人形を皆さんそれぞれ作

りました。お雛様とお内裏様、折り紙から扇やぼんぼり飾り、台紙に至るまで、事前にご準備いただいた 90

歳の安達先生は角田の折り紙を広め、見事な発想で、魔法の手と言われている通りでした。ボランティアの

皆さんに優しい指導をいただき、スタッフも大変勉強になりました。ありがとうございました。 

 


